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することはない
4 4 4 4 4 4 4
ということである。「原初主義的素材
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・社会的要請の中で
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「○○人を描出する語り
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」の網に織り込まれて
4 4 4 4 4 4 4 4 4
，間接的にネーションを構築でき
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になって































































る（Breuilly 1993; Hechter 2000）。
6 このような「経済格差」や「経済の不均等な発展」にナショナリズムの由来を求める論者として有名な
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ということで
ある。それはあくまでもナショナリストが展開する言説
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
/語りのフィルターを経て
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，ある具体的な
4 4 4 4 4 4
独自性をもって構築される
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「自分たちのもの
4 4 4 4 4 4 4
」としてきた

























































































4 4 4 4 4 4 4
のでしかなかった「漢族の歴史・文
化」を前面に押し出し，それを「中華民族全員のもの
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「シヴァ神を信仰している
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」という意識は
4 4 4 4 4 4
あっても
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」であるという意識はもっていなかった



















































































































4 4 4 4 4 4
」という概念は
4 4 4 4 4 4
，このようにアリによって考案され
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，その後定着し
4 4 4 4 4 4
，
一般的に使われるようになったもの





ダス文明に見られる「パキスタンに関する原初的事実」（primordial facts about Pakistan）を以下
のように語る。
11 「パキスタン宣言」（1933年）は，イギリス政府がインドの将来について議論するために設置した「円




































































12 ここでの歴史的記述は，次の資料を参照した。Encyclopedia of Nationalism, V olume 2, Academic Press: 
San Diego, 2001, 265-7. 




































































































ラリタット）の選挙が実施された際，プジョール率いるカタロニア民主連盟（Democratic Union of 
Catalonia）が勝利し，プジョール自身が首相に就任した。その後６期連続で首相に再選され，2003年ま
でカタロニア・ナショナリズムを牽引してきた。ここでの記述は，ジョルディ・プジョール自身のホーム
ページ，“Centre D’estudis Jordi Pujol”を参照。
59
ナショナリストたちのネーションの語り
る」とプジョールは語る（Pujol, Editorial, Jun. 27, 2012）。一方，「スペインによる敵対的雰囲気，
視聴覚的なグローバリゼーション，そしてスペイン語を話す南アメリカ出身の移民によってカタロ
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」わけではない
4 4 4 4 4 4
ということである。あくまでもネーションは，
イメージとして，ナショナリストたちの語りを通じて構築される

















































































































て，従属変数である「ネーションの創造」を説明する手法をとる（Gellner 1983; Hobsbawm 1990; 
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